
 一般家庭の道徳的、排出に伴う意識改革として捉進し、以下の 5R行動を引用して頂ければ幸いです。 

  

Recycle「リサイクル」(再資源化) 

現状の形を変換してから様々な成形品(質を混ぜ合わせる事はマテリアルリサイクル)と成って、商品として再

利用する事です。 

実例 「回収方法として、よく知られている事としては、各自治体のリサイクル工場から市場に流れる工程と、

各自治体に登録されているリサイクル業者、又は、問屋さんが窓口になっている、廃品回収、等が良く知

られています。」 

例 「着られなくなった服は、リサイクル業者を窓口に、車の内装材やクッション材にマテリアルリサイクル」 

  「その他、廃プラスチック類を洗浄粉砕等、様々な工程後、プラスチック質、配送用パレット」 

 

Reuse「リユース」(再利用) 

現状、又は、手を加えて、形はそのままで、再使用する。使用された物、工夫次第で質は変わらず使用できる

物にしましょう 

実例 「昨今では、イベント等で知人にプレゼント、フリーマーケットに出品して皆様に使って頂く、服につい

ては、着用できる物は家族で回して活用する事もできます。」 

例 「どうしても着られなくなった服は、何回でも使用できる雑巾に・・」 

工夫と愛着で物の寿命は延びます。 

 

Reduce「リデュース」(廃棄物発生抑制) 

廃棄物と成りうる発生量を減らす、又は、縮小させる、在るものをゴミに変える前に、工夫して、長く、使用 

して、又は、保管出来る事にしましょう。 

実例 「飲食店で、結果が判れば、余すことのない工夫をする(残す注文はしない等)」 

例 「流行は繰り返す、流行っているから、安いから買う」 

良悪の考えより、工夫してゴミ(廃棄物)にしない事で、廃棄物を抑制していきましょう。 

 

ReFuse「リフューズ」(不用品抑制配慮)断る・貰わない(合理的なアクションから生み出す配慮) 

前提が地球環境、又は、地域環境感を考慮した場合、まずは、アクション(行動)から入りましょう！ 不要だと 

思われる対象物は、断る、か、貰わない、 

実例 「マイバックを持参し、レジ袋をもらわない・・・」 

例 「要らなければ、ゴミ箱に入れればいいよね・・・」どうすればよいか、考えよう。 

廃棄物を生まない生活に結び付けましょう。 

 

Repair「リペア」(修理) 

今、在る物は、修理しながらも、工夫して長く使うこと。  

実例 「何度も、何度も、愛着の在る物が、修復不能に成った時、思わず泣いた」 

例 「昭和初期、物流が鈍化の時代、物が少なかった時は、何度も修理して使ったものです。」 

  「物を修復する事は、愛着を創る事と同義で大切にする事に繋がります。」 

ものを大事に長く使うことは、大切なことです。 

 

※ 行動のポイントは、工夫・実践・結果です 

※ これは困窮者対策の一環でもありますので軽視することは出来ません、当たり前と捉えず対策しましょう。 


